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国 語 科 学 習 指 導 案 
 

指導者 京都市立修学院第二小学校   熊谷 裕乃 
 
１．日時     平成２０年９月１８日（木） 第５校時 
２．学年・学級    第６学年い組（２８名） 
３．単元（教材）  表現を味わい，豊かに想像しよう （「やまなし」宮沢賢治） 
４．単元でつけたい力 
   ◎優れた表現を読み味わい，情景を豊かに想像する力 
     →一つ一つの言葉に着目して，想像を広げながら読む力 
   ◎作者の思いや願いを読みとる力 
     →作品や作者の生き方を通して，作者の思いや願いを読みとる力 

◎読みとったことをもとに推せん文を書く力 
     →自分の読みをもとに推薦文を書く力 
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単元構想図 

 

 
「やまなし」の表現を味わい， 
豊かに想像しよう。 

 
宮沢賢治の生き方や作品を知ろう。 

宮沢賢治の生き方を知ろう 

資料から宮沢賢治の生き方をまとめる。 
・年表 ・絵 ・人物像 ・「イーハトーブ

の夢」 

二枚の幻灯を読もう。 

「五月」の幻灯を読もう。 
言葉に着目して情景を想像しよう。 

「十二月」の幻灯を読もう。 
   言葉に着目して情景を想像しよう。 

二枚の幻灯を比較しよう。 

宮沢賢治の思想を探ろう。 

「やまなし」という題名につい

て考えよう。 

 
 宮沢賢治の生き方を重ねて，「やまな

し」を読み，推せん文を書こう。 

・ 一つ一つの言葉に着目して，想像を広げながら読む力をつけよう。 
・ 資料から必要なことを読み取り，まとめていく力をつけよう。 
・ 作品を通して，作者の思いや願いを読みとる力をつけよう。 
・ 自分の考えたことをもとに推せん文を書く力をつけよう。 

学習を通して 

宮沢賢治の生き方に重ねて，「やまなし」の推せん文を書こう。 
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５．単元計画                            （関／２，書／４，読／３） 
時 学習課題 その時間につけたい力 評価規準（評価資料） 観点 
出

会

う 

① 
○ 全文を読んで心に残ったことや，疑

問に思ったことなどを感想に書く。 
○ 単元の見通しをもつ。 

・初発の感想を書く力 ・「やまなし」の情景や
言葉の使い方に興味を

もって読もうとしてい

る。（発表・ノート） 

関心 

② 
○ 宮沢賢治の生き方について資料をも
とにまとめる。（「イーハトーブの夢） 

・資料から必要な事柄

を抜き出しまとめる

力 

・ 大切なことを抜き

出しまとめて書く。   

（ノート） 

書く 

③ 
○ 宮沢賢治の生き方について資料をも

とにまとめる。（「イーハトーブの夢」） 

・資料から必要な事柄

を抜き出しまとめる

力 

・ 大切なことを抜き

出しまとめて書く。 

（ノート） 

書く 

④ 
○「五月」の谷川の美しい情景描写を読

み取る。 

・言葉の表現に着目し

ながら，想像して読

む力 

・比喩用言など優れた 

言葉の使い方を味わ

い，出来事や描写を読

み取っている。    

（発表・ノート） 

読む 

⑤ 
○ 「十二月」の谷川の温かい情景描写

を読み取る。 

・言葉の表現に着目し

ながら，想像して読

む力 

・比喩用言など優れた 

言葉の使い方を味わ

い，出来事や描写を読

み取っている。 

（発表・ノート） 

読む 

 
 
 
 
追

究 
・

表

現 
 
 

⑥（本時） 
○ 「五月」と「十二月」を対比し，感

じたことや作者の思いについて交流

する。 
○「やまなし」という題名について考え

る。 

・作品を通して宮沢賢

治の思いや願いを読

む力 

・「五月」と「十二月」

を対比し，主題や作者

の思いについて読み

取ることができる。

（発表・ノート） 

読む 

⑦  
○ 推薦文の書き方を思い出す。 
○ 推薦文に書くことをまとめる。 

・読みとったことをも

とに推薦文を書く力 
・ 「やまなし」の推薦

文を自分の考えを

入れて書くことが

できる。    

（推薦文） 

書く 生

か

す 

⑧ 
○ 宮沢賢治の生き方に重ねて，「やまな

し」の推薦文を書く。 

・読みとったことをも

とに推薦文を書く力 
・「やまなし」の推薦文

を自分の考えを入れ

て書くことができる。  

（推薦文） 

 

書く 
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⑨ 
○ 推薦文を交流しよう。 

・友達の推薦文のよさ

や，工夫をについて

話し合える力 

・友達や自分の推薦文に

ついて考えをもとう

としている。（発表・

ノート） 

関心 

 
６．本時の目標 
「五月」と「十二月」を対比し，感じたことや作者の思いについて考えることができる。 
 
７．第６時の展開 

指導者 学習者 評価と個別の支援  
◎発問 ○指示 ○活動 ・応答 ■評価規準 ・支援 

つ

か

む 
 
 
 
 
 
学

ぶ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生

か

す 
・ 
ま 
と 
め

る 
 

○ 本時のめあてを確かめ合おう。 
 
 
○「対比する」とはどういうこと

でしょう。 
◎どんなところで違いをみていく

ことができそうでしょうか。 
 
○「五月」と「十二月」の幻灯の

様子を思い出しながら，各自で

全文を読みましょう。 
◎本文や一人読みノートを見直し

ながら，この二枚の幻灯はどの

ようなところが違うかをノート

に書いてみましょう。 
○となりの人と考えを交流してみ

ましょう。 
◎それではみんなでこの二枚の幻

灯のちがいについて交流したい

と思います。どんなところが違

うのでしょう。 
◎どのようなところからそう感じ

ましたか。 
◎この二枚の幻灯のどちらが好き

ですか。それはなぜですか。 
◎なぜこの二枚の幻灯を賢治は示

したのでしょう。 
◎なぜ賢治はこの作品に「やまな

し」という題名をつけたのでし

○本時のめあてを知る。 
 
 
・ 比べること，違いをみること 
 
・ 登場するもののちがい 
・ 川底の様子 
・ かにの兄弟の会話 など 
○ 各自で通読する。 
 
 
○ 一人読みノートに違いを書く。 
○ ペアで考えを交流する。 
○ みんなで違いについて考える。 
〈五月〉    〈十二月〉 

・日光     ・月光 

       ・かにの成長 

・不安，怖い  ・幸せ，楽しい 

・はげしい   ・ゆっくり 

・動      ・静 

・死      ・生      

・するどい   ・丸い    など 
 
・私は楽しい感じがする十二月の方が好

きです。 

・「やまなし」を強調するため 

・季節の変化を楽しむため 

○主題について迫る。 
・ 生きる希望を表したかったのだと

 
 
 
 
 
・ 違いを見る視点を

全体で確認してお

く。 
 
 
 
・ 数種類のノートを用
意し，自分の方法に

合ったものを選べる

ようにする。 
・ 違いについて絵カ

ードを貼ってイメ

ージの手助けにな

るようにする。 
・ 物質的な違いだけ

でなく，そのイメー

ジを引き出すよう

に投げかけていく。 
・ 違いの根拠につい

ても作品から説明

できるようにする。 
■評価Ａ（ワークシート） 

 「五月」と「十二月」を

対比し，主題や作者の思い，

「五月」と「十二月」を対比して，感じたことを交流しよう。 
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明
日
へ
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楽
し
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ょう。 
 
 
 
 
 
 
 
◎賢治にとって「やまなし」とは

何なのでしょう。 
 
○本時の学習をふり返って，考え

たことを書こう。 
 
 
 
 

思います。 

・ 辛いことはあっても，幸せがそこに

あることを示したかったのだと思

います。 

・ 賢治の妹が亡くなった後に書かれ

た作品だから，希望が待っているこ

とを望んでいたのではないかと思

います。 
・ 希望，喜び，楽しみ 

 
 
○ 本時のまとめを書く。 
・ 作品には作者の思いや生き方がし

っかりと出てくるものだと思いま

した。 

・ やまなしは，賢治の妹の死への悲し

みから抜け出た先には，きっと希望

があるという願いをこめて書いた

のだと思います。 

作者の生き様についても目

を向けて読み取ることがで

きる。 

■評価Ｂ（ワークシート） 

「五月」と「十二月」を対

比し，主題や作者の思いに

ついて読み取ることができ

る。 

 
８．板書計画 


